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研究成果の概要（和文）： 
本研究は語彙の明治から現代に至る消長の過程を、明治期学術用語集『哲学字彙』収録の用語
を使って、資料研究と計量語彙論の両面から明らかにした。主な成果は①『英独仏和哲学字彙』
の稿本と編者の自筆書き入れ本を発見したこと、②明治 17 年刊『改定増補哲学字彙』に実は明
治 24 年版もあるとわかったこと、③「遅→速→速→遅」といわれる語の伝播の様相を分析する
ため、医学等で使われる多変量ロジスティック回帰分析を言語学に応用する手法を研究分担者
（横山）とともに開発したことである。③は国立国語研究所の岡崎調査の分析に使われた。 
 
 
研究成果の概要（英文）： 
This study was undertaken with the aim of achieving a quantitative and lexicographical 
overview of the historical changes in vocabulary in Japanese. The results are: (1) A 
manuscript of the third edition of Dictionary of Philosophy has been found. A copy of 
the dictionary with editor’s marginal notes has been also found. (2) Another edition 
of Dictionary of Philosophy published in 1891 has been found. (3) Multiple logistic 
regression has been developed for linguistics to explain language change with an S shape 
curve, the so called "slow-quick-quick-slow" model. This method is employed for the 
analysis of regional language data by the National Institute for Japanese Language. 
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１．研究開始当初の背景 
 研究代表者（真田）は、幕末・明治初期に
西欧との文化接触や文明開化の影響によっ
て新たに生まれた語の、その後の現代までの
消長を研究している。明治維新前後には「客
観」「法律」など数多くの新しい概念を表わ

す語が生じ、その結果、日本語の語彙はその
基本的な部分にまで大きな変動がもたらさ
れた。これらの語は西欧の文物受容における
日本の近代化を支えただけでなく、この 150
年の間に現代日本語の基本的な語彙の一部
に浸透し、専門分野のみならず一般的な言語
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生活においても必要不可欠な語彙となって
いる。 
 研究代表者（真田）は、この新しい概念を
表わす語、特に専門用語の中でも学術関係の
用語が明治初期に導入されてから現在に至
るまでの過程でどのようにして定着､一般化
していったか、また或いは定着できずに消失
していったか、という語彙の消長に着目し、
その全体像を主に計量語彙論の理論と手法
によって明らかにすることを研究の目的と
している。幕末・明治初期から現代にかけて、
「学術用語」が一般社会に広まっていく様相
を雑誌・新聞・小説・外国語辞書などでの語
の使用を通してみていくことで、近・現代の
日本語基本語彙の形成過程を明らかにする
という研究である。 
 研究代表者(真田)が 2002 年に公刊した博
士論文『近代日本語における学術用語の成立
と定着』(絢文社)では、明治 14(1881)年に出
版された人文・社会・科学分野の総合学術用
語集『哲学字彙』初版に含まれる「法律」「物
理学」などの漢語を、多くの訳語を生み出し
た西周の語彙との比較や、幕末から現代にか
けての各種の辞書との比較することで、その
性格を分析した。『哲学字彙』は、東京大学
哲学科第１期生の井上哲次郎らが編纂した
もので、初版がすぐに売り切れになった逸話
が残っているほど当時の学界への影響力は
大きかった。西周の新語の多くもこの『哲学
字彙』に受け継がれ一般化したと考えられて
おり、現代日本語の形成に至る道筋の重要な
資料と考えられる。 
 
 
２．研究の目的 
 従来、明治時代の語、特に幕末から明治に
かけて、西欧の文物を新しく漢語の形で導入
した、翻訳語としての和製漢語や新漢語・漢
訳語の研究では、語誌の研究が多かった。こ
のような個別の語の研究も非常に重要であ
るが、一方でより広い視点からその時代の言
語全体の動向をみることも必要であり、それ
には単に事例をあげるだけでなく語彙の計
量的分析も重要である。そこで本研究では資
料研究と計量語彙論の両面から、語彙の伝播
と定着の問題を検討した。 
 
 
(1) 『哲学字彙』の資料的研究 
 『哲学字彙』の著者井上哲次郎は、二版出
版(1884 年)と前後してヨーロッパに留学し
ており（森鴎外と同時期）その経験が、帰国
後に編纂された『哲学字彙』三版(1912 年)
に何らかの影響を与えたのではないかとい
われているが、詳しい調査はなされていない。 
 本研究では、井上哲次郎の留学中の日記 2
冊、留学中の自筆ノート 2冊、留学後の日記

87 冊から、『哲学字彙』編纂に関係があると
推測される、書名・西欧人学者氏名・学術用
語等の抽出とそれらの分析を行い、『哲学字
彙』の編纂過程を考察する。 
 
 
(2) 『哲学字彙』等から抽出したデータを用

いての、日本語の計量的な分析手法の開発 
 『哲学字彙』から抽出した訳語を、明治か
ら現代にかけての資料を元に作成された他
のコーパスと照合し、相違点を分析すること
により、現代日本語への定着の様相を知るこ
とができる。また同じく明治から現代にかけ
ての辞書の見出し語との照合により、これら
の学術用語が時を追ってどのように定着し
ていったかの過程も知ることができる。 
 資料と一致した学術用語を分類するだけ
でなく、カイ自乗検定を用いて相互の資料に
おける結果の連関性を検定したり、時系列の
言語変化データととらえ回帰分析を行った
りするなどの計量的分析を行う、さらには分
析手法自体を再検討して精度を高めること
で、言語史と計量国語学の両分野に貢献でき
る。 
 
 
(3) 当該分野における本研究の学術的な特

色・独創的な点 
 代表者(真田)のこれまでの研究では、『哲
学字彙』初版・二版は明治初期の出版であっ
て、西欧の抽象語彙の訳語が固定的な形に決
まる前の単語集であったことから、現代の語
彙として定着するまでに日本語の中で様々
な取捨選択がなされてきた。これまでの辞書
の見出し語などの調査から、語彙の定着が特
に進行するのは明治後期から大正初期であ
ると考えられ、本研究で対象としている雑誌
『太陽』（1895～1928 年）や『英独仏和哲学
字彙』(1912 年)が出版された時期と一致する。
この時期はまさに「現代語への定着の入り
口」とも言える重要な時期と考えられるため、
本研究は日本語の語彙史の研究に貢献でき
ると思われる。また現代の資料を「書きこと
ばコーパス」等で補足調査することにより、
これまで学術用語が支えてきた現代の日本
語の基本的語彙群の変化をより詳細にとら
えることができる。 
 日本語学の分野では、語誌の研究の上に立
脚し、巨視的な視点から「語彙の変化」「語
彙の史的変遷」を論じている先行研究は非常
に少ない。日本語の言語変化を言語学の学説
を用いて論じた研究でも、音韻変化・意味変
化・文法的変化に分野が限られる傾向にある。
これは、用例収集の労力が特定の語誌に比べ
格段に大きいことや、音韻・文法と違って語
彙の調査範囲が漠然としがちで全体をくま
なく網羅しにくい研究対象であることなど



 

 

によるかと思われる。本研究は、個別の用例
に注意を払いながらも同時に、語彙の変遷を
巨視的に見るために計量的な分析手法を取
り入れており、研究方法においても独自性の
高い研究である。 
 
 
３．研究の方法 
(1) 『哲学字彙』の資料的研究 
 本研究では、井上哲次郎の留学中の日記 2
冊、留学中の自筆ノート 2冊、留学後の日記
87 冊を中心に調査し、『哲学字彙』の編纂過
程を考察した。 
 留学中の日記 2 冊と自筆ノート 2 冊には、
当時のドイツ・フランスの大学で教えていた
教授の氏名や、教授との議論の際に書き留め
たと思われる学術用語の原語とその訳語、当
時井上哲次郎が読んでいたと思われる著名
な哲学書の一節の筆写などが散見できるが、
これまで詳細は明らかではなかった。本研究
では約 900件に及ぶ西欧人学者の氏名や書名
を日記から抽出し、その表記や分野の偏りか
ら井上哲次郎の思想形成の一端を分析した。 
 留学後の日記 87 冊には、井上の著作の出
版部数や出版社との校正のやりとりの記録
など、編集作業の様子が記録されている。 
 本研究では特に『英独仏和哲学字彙』の編
纂と、その下地になったと推測される「哲学
会」での活動を中心に調査を行い、これによ
って井上哲次郎が「哲学字彙の会」と称する
術語検討の場をたびたび持っていたこと、
「哲学字彙」稿本が『哲学雑誌』に掲載され
ていたことが明らかになった。 
 
 
(2) 『哲学字彙』等から抽出したデータを用

いての、日本語の計量的な分析手法の開発 
 『哲学字彙』から抽出した訳語を、国立国
語研究所が作成している「書きことばコーパ
ス」と照合することで、術語の現代日本語へ
の浸透度を見ることができた。 
 また『哲学字彙』から抽出した訳語を、明
治から現代までの外国語辞書の見出し語と
照合した時系列データの分析を元に、語彙の
伝播をＳ字型カーブに近似させる多変量ロ
ジスティック回帰分析の言語データへの応
用を試みた。この手法は国立国語研究所の
「岡崎調査」と呼ばれるフィールド調査のデ
ータ分析に活用され、方言調査におけるイン
フォーマントの生年の変数と調査年の変数
の影響を分離することに成功した。 
 
 
４．研究成果 
(1) 『哲学字彙』の資料的研究―『哲学字彙』

稿本の発見・『英独仏和哲学字彙』編者の
自筆書き入れ本の発見・『改定増補哲学字

彙』の明治 24 年版の発見 
 井上哲次郎は『哲学字彙』の再版と三版の
間で６年半にわたり欧州に留学し、そこでの
学究生活について日記を残している。研究代
表者（真田）は井上と同時期に欧州に留学し
ていた日本人の日記との照合作業を行うと
ともに、この日記に書かれた欧州の学者や書
名の整理を行い、井上の外国語学習の状況や
言語観、人物交流について調査を行った。ま
た井上哲次郎の留学中の自筆ノート 2冊（東
京大学所蔵）及び留学後の日記 87 冊（東京
大学・文京区所蔵）についても書誌的調査を
行った。 
 これらの調査は概要調査だけで 2年以上に
及び、詳細の調査は現在も進行中であるが、
その内容の分析からさらに、井上と関連があ
るとみられた『哲学雑誌』の戦前の号 700 冊
を 6つの図書館で調査した。その結果、『哲
学雑誌』に改定増補版『哲学字彙』(明治 17
年)に加筆した「稿本」が掲載され、それが
英独仏和版『哲学字彙』(明治 45 年)の下地
となったことがわかった。 
 また東京大学総合図書館所蔵の『哲学字
彙』のうちの１冊が、その見返しの書き入れ
の様子から、英独仏和版『哲学字彙』の著者
の一人である元良勇次郎が編集の際に用い
たと思われる自筆書き入れ本であることが
わかった。 
 先行研究で改定増補版『哲学字彙』(明治
17 年)には複数の版種があることが指摘され
ていたが、『哲学雑誌』の広告を調査したと
ころ、明治 24 年版が存在する可能性が高い
こともわかった。 
 今後、これらの新資料に書き込まれた見出
し語や訳語を、三つの版の『哲学字彙』と照
合することにより、辞書の成立過程や訳語の
伝播の様相が解明されるものと期待できる。 
 
 
(2) 『哲学字彙』等から抽出したデータを用

いての、日本語の計量的な分析手法の開発
―語彙の伝播のＳ字カーブに関する分析
手法の開発 

 学術用語が時間とともに伝播していく様
相をＳ字カーブに近似させて分析するため、
医学等ですでに実績のある多変量ロジステ
ィック回帰分析を時系列の語彙データに適
用する手法を研究分担者（横山）とともに開
発した。時系列データとしてすでに公開され
ている国立国語研究所の各種の方言データ
を用いてその精度の検証を行った。 
 この手法は過去のデータを曲線の方程式
に近似させて説明するだけでなく今後の動
向について予測を行うところに特徴があり、
医学においては過去の患者のデータから新
たな患者の予後を予測することで精度を高
めてきた手法である。これを言語学の分析に



 

 

応用することで、これから近い将来に大きな
変化が見込まれる言語事象や特に集中的に
調査すべき地点を精度良く予測することを
今後の課題と考えている。 
 また『哲学字彙』に収録された学術用語が
どのように現代日本語に残存しているかを、
国立国語研究所の「書き言葉コーパス」等と
照合して分析した。その結果、一部の語彙は
話し言葉に近い口語文体の書き言葉にもよ
く出現し、非常によく定着している様相が確
認された。 
 このほか漢語の現代日本語への定着に関
する諸問題や、異なり語数と延べ語数の関係
を示す L 字型分布を、h 指標を使って分析す
る手法についても検討を行い、論文を発表し
た。 
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